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　隠岐の島町社会福祉協議会役員の改選が行われま
したのでご報告いたします。

　３名の退任に伴い、新たな評議員が選任されまし
たので、ご報告いたします。

新評議員

～お世話になりました～

・山根　久美子　・池田　和子　・野津　裕子

退任された評議員様　（順不同・敬称略）

任期：令和元年６月24日 ～ 令和３年６月 迄
役　職
会　長 吉田　義隆 原田
副会長 出川　博康 布施

中林　　眞 西町
大槻　寛長 栄町

理　事 吉田　輝美 東郷
石橋　史子 北方
池田　幸雄 那久
竹林　行政 今津
村上　静夫 有木

氏　　名

氏　　名

住所

住所等 所属等

監　事

横田　　康 有木小学校 島後小中学校校長会
橋本　三枝 港町 母子寡婦福祉連合会
大西みどり 加茂 ボランティア活動団体

ご注意ください！
社協を名乗る不審電話

福祉サービス職員研修会

新役員等の紹介（順不同・敬称略）

　全国各地で社協を名乗る不審人物からの電
話・訪問が発生しています。

電話の内容は…

・社会福祉協議会の○○だが、一人暮らしで
すか。

・家族構成を教えてほしい。

　など、家族構成や個人情報を探るものです｡

　社会福祉協議会では、いきなり電話でこの
ような情報を聞き出す事はございません。
　このような電話にご注意いただくととも
に、不審な電話等がございましたら、隠岐の
島町社会福祉協議会までご連絡をお願いいた
します。

　福祉人材育成事業の一環として福祉事業所に従事されている職員の皆様を対象とした研修会を
開催しました。
　発達障がいに対する理解を深めることをテーマとして、講師に島根県東部発達障害者支援セン
ターウィッシュの石橋美恵子センター長をお迎えし、「〝困っている子ども〟に気づく・理解す
る・寄り添う支援とは・・」と題してご講義いただきました。
　参加者43名のご感想を一部紹介します。

今の大変な状況ばかりに目が行きがちでしたが、子どもの
行動を分析し、何故この行動に至ったかを考え、目標を成
人までつなげること、個々を見つめながらかかわっていく
ことの大切さに気づきました。

こどもの成長の目標値（ハードル）を、
個々にあわせ、できたときはほめてあげ
たい。

職員全体でチームとしての共通の対応が必要だ
と理解できた。

子どもの行動には意味があるという先生の言葉
に納得させられました。

その子の特性を知る大切さを感じました。

関係者がつながることの大切さを学びました。

任期：令和３年６月 迄

積立金取崩額
1,704,000円

会費・寄付金
7,540,316円

人件費
63,279,058円

事務費
6,110,803円

事業費等
35,666,341円

減価償却費
1,961,181円

積立金積立額
2,454,866円

補助金
47,868,379円受託金

16,744,600円

利用料等
1,467,093円

その他（施設整備等補助金）
29,704,236円

社協通信第68号
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交流づくり助成のご案内（２次募集）
　皆様からお寄せいただいた赤い羽根共同募金を財源として、地域の交流活動に対する助成金を
交付します。

※申請書は本会ホームページからダウンロードできます。
【申請手続きについて】

各自治会区・町内会の代表者様宛にご案内にあわせ申請書類一式をお送りしています。
詳しくは、隠岐の島町共同募金委員会（２-０６８５／藤山・村上）までお問い合わせくだ
さい。

対象団体 自治会区・行政区・町内会や公民館分館、婦人会などの地縁型組織

令和元年8月19日（月） 必着

① 集 合 型 活 動 … 敬老会や交流会など
② 個別支援型活動 … 高齢者への手作り料理の配食など

対象者1人あたり　700円
※対象者 … 隠岐の島町内に居住する今年度 75歳以上になられる
  　　　　　方並びに障害者手帳を所有する方で、助成対象活動に
  　　　　　参加された方
  　　　　　（出席者と同等の配慮がなされた場合を含む）

対象事業

助成金額

申請締切

用　語　の　説　明
【収入】
会　費 特別会費、協力会費、一般会費
寄付金 香典返し､見舞返し､一般寄付金
補助金 隠岐の島町･島根県社協からの補助金等
受託金 隠岐の島町･島根県社協からの事業受託金
利用料 サービス利用者からの利用料等
積立金取崩額 積立預金の取り崩し

【支出】
人件費 職員の人件費
事務費 事務に係る経費（例：通信費、事務用品費等）
事業費 事業に直接係る経費（例：車両維持費等）
減価償却費 車輛・物品等の固定資産の減価償却費の額
積立金積立額 積立預金のための支出

積立金取崩額
1,704,000円
積立金取崩額
1,704,000円

会費・寄付金
7,540,316円
会費・寄付金
7,540,316円

人件費
63,279,058円
人件費
63,279,058円

事務費
6,110,803円
事務費
6,110,803円

事業費等
35,666,341円
事業費等
35,666,341円

減価償却費
1,961,181円
減価償却費
1,961,181円

積立金積立額
2,454,866円
積立金積立額
2,454,866円

補助金
47,868,379円
補助金
47,868,379円受託金

16,744,600円
受託金
16,744,600円

利用料等
1,467,093円
利用料等
1,467,093円

その他（施設整備等補助金）
29,704,236円
その他（施設整備等補助金）
29,704,236円

収入 支出
105,028,624円 109,472,249円

平成30年度決算の概要

社協通信第68号
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お達者落語口演会

五箇小学校の福祉学習

あいサポートメッセンジャー研修

災害ボランティア講演会

 （１）地域福祉活動の支援
　・自治会区 ／ 7ヶ所　
　・お達者落語口演会の開催 ／ 参加者300名
 （２）生活支援コーディネーター業務
　・地域の困りごと調査　
　・地域資源の把握・「くらしの便利帳」の作成・配布
 （３）救急医療情報キットの普及活動
　・利用実績 ／ 75自治会区、772世帯、912名
 （４）ふれあいサロンの推進
　・訪問調査、活動・運営・組織化支援
　・サロン連絡会（サロンのつどい）の開催
　　／ 4会場　参加者109名
 （５）障がいのある方への支援
　・当事者グループへの相談援助　
　・障がい福祉団体活動への支援
 （６）子育て支援
　・活動グループ等への相談援助・活動支援
 （７）福祉教育の推進
　・学校等の福祉学習支援 ／ 隠岐高校、西郷小学校、
　　五箇小学校、幸齢者ふるさと学園
　・「福祉教育推進事業の手引き」の作成・配布
 （８）福祉活動用具の貸出
　・福祉体験、移動介助、レクリエーション用具等 ／ 85件

 （１）ボランティア活動支援・コーディネート
　・ボランティア活動に関する相談・援助・仲介や活動支援
　・ボランティア活動等情報調査及び登録 ／ 調査82件 
　・ボランティアアクセスガイドの発行 ／ 136部
 （２）災害ボランティアセンター体制整備
　・災害ボランティア講演会の開催 ／ 参加者26名
　・県内社協「災害時支援協定」に基づく被災者支援活動への職員派遣 ／ 島根県西部地震（大田市）、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  西日本豪雨災害（広島県竹原市）
 （３）あいサポート運動の推進
　・メッセンジャー養成研修 ／ 参加者11名　　・あいサポーター研修 ／ 参加者330名
　・街頭啓発活動 ／ 3ヶ所

 （１）相談窓口「あんしんセンター」の開設
　・日常生活上全般の相談窓口を開設／相談者数70名
 （２）生活福祉資金貸付事業
　・相談件数 ／ 105件　・新規貸付 ／ 11件　・年度末貸付件数 ／ 33件
 （３）緊急資金貸付事業
　・新規貸付 ／ 5件　・年度末貸付件数 ／ 5件

平成30年度の主な事業
1．自治会区やボランティア団体等が行う地域課題解決のための活動支援

２．ボランティア活動の推進

３．総合的な相談支援窓口の設置と福祉情報の発信

社協通信第68号
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近石真杉 明老会（サロン活動）

シルバー人材センターの活動

クロリティー親善交流大会（老人クラブ）

いきいき祭での広報活動（日本赤十字社）

 （４）自立相談支援事業
　・自立に向けた包括的かつ継続的支援 ／ 相談者数26名
　　利用申込10名、プラン8件、支援635回、連絡調整400回
　・生活困窮者自立支援ネットワーク会議 ／ 2回
 （５）広報活動
　・広報「社協通信」の発行 ／ 6回
　・ホームページの管理･更新 ／ 新規情報提供42回

 （１）日常生活自立支援事業
　・判断能力に不安のある方への日常的な金銭管理等の支援
　・相談件数784件、サービス提供708時間、利用者30名
 （２）法人後見事業
　・後見人等受任体制の整備と成年後見制度の理解・利用促進
 （３）入居債務保証支援事業
　・賃貸住宅への入居が困難な方に対する債務保証 ／ 1件

 （１）シルバー人材センター事業
　・設立総会（10月30日）
　・設立準備会（4回）、技能講習（3回）、運営委員会（3回）
　・圏域別説明会の開催 ／ 7ヶ所：参加者39名
　・会員数31名、サービス提供回数13回
 （２）地域公益活動推進事業
　・社会福祉法人連絡会 ／ 1回
　・先進地視察 ／ 社会福祉法人 慈光会（広島県）
 （３）福祉人材の育成
　・福祉サービス職員研修会の開催 ／ 参加者42名
　・介護の入門的研修の開催 ／ 参加者12名
 （４）移送車両無償貸与事業
　・夜間福祉移送サービス事業者への福祉車両貸与／1台
 （５）社会福祉センターの管理・運営
　・利用回数133回、利用延べ人数1,668名

 （１）隠岐の島町共同募金委員会
　・共同募金委員会の運営と募金活動の推進・実施
　・地域住民活動等への助成 ／ 2,894,279円
 （２）日本赤十字社隠岐の島町分区
　・日本赤十字社への理解促進と会費の募集
　・義援金の受付
 （３）隠岐の島町老人クラブ連合会事務局
　・連合会事務局運営と活動支援
　・クロリティー親善交流大会の開催
 （４）おき後見ネットワーク事務局
　・成年後見制度の理解・利用促進
　・定例会11回
 （５）余芸大会実行委員会事務局
　・実行委員会、出演団体代表者会議の開催
　・余芸大会開催支援 ／ 出演20団体、来場者数529名

４．権利擁護の推進

５．地域福祉推進体制の充実

６．各種団体事務

社協通信第68号
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シルバー人材センター
Ｑ&Ａ　よくある質問にお答えします

Ｑ．資格がないと会員になれませんか。 Ｑ．ゴミ捨てができませんか。

Ｑ．仕事を頼みたいけど、いくらかかるの。 Ｑ．依頼したらすぐに活動できますか。

Ｑ．空き家や空き地、畑などの草刈りはでき
　　ますか。 Ｑ．松の剪定はできますか。

・家周りの除草（居住している家のみ） ・庭木の剪定 ・墓掃除

隠岐の島町シルバー人材センター　☎ ３－１５３３（担当：松林）

お引き受けします。

  7月31日（水）
13：30～16：00

  8月26日（月）
13：30～15：30

タブレットでＳＮＳの事例や活用方法を学ぶ

インターネットセミナー
印象アップ！
5歳若返る
身だしなみとマナー

いきいきシニアのためのセミナー受講者募集 受講条件
60歳以上の方

Ａ．いいえ。

原則として60歳以上の健康で働く意欲の
ある方なら会員になれます。
健康な方とは、ご自分が希望する仕事を行
うのに、支障がない状態の方です。

Ａ．「貨物自動車運送事業法」で、
ゴミなどを有償で
運送することを請
け負う契約はでき
ないことになって
います。

Ａ．まず、現場の下見をさせていただいて、
見積額を提示いたします（無料）。

見積額にご納得頂いたうえで、ご依頼くだ
さい。

Ａ．活動までには、現場の下見と見積、活動
していただく会員との調整を行います。

　お引き受けする仕事の内容や代金など、誤
解や間違いが無いよう、依頼者と確認しなが
ら進めさせていただきます。

Ａ．できません。

現在のところ、お住まいの家周りのみを対
象としています。

Ａ．できません。

松の木の剪定と4メートル以上の高木は対
象外です。

申込期限 7月30日(火）

申込期限 8月23日(金）

社協通信第68号
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福祉講演会のご案内 ～ どなたでも参加できます ～
　地域共生社会の実現に向けて国の福祉施策が地域福祉志向に転換しようとするなか、その主人
公である住民の活動が注目されており、住民一人ひとりが「支えあい」の担い手としての意識を
育んでいくことが必要です。
　本講演会は、これからの「支えあい」について共に学び、地域共生社会の理解を深めることを
目的として開催します。

●日時　8月23日（金）
　　　   13：30～15：30（受付 13：00～）

●会場　隠岐島文化会館 集会室

●内容　①シルバー人材センターのご紹介

　　　　②西郷中町町内会連合会の
　　　　　活動紹介（ビデオ上映）

　　　　③講演
　　　　　演題「これからの支えあいの姿」

●参加申込は不要です。

●講師　島根大学 人間科学部
　　　　福祉社会教室
　　　　准教授　加川 充浩 氏

専門は地域福祉論。

島根県社会福祉協議会
第4期中期計画策定
委員会委員長、
松江市社会福祉審議会委員長、
米子市地域福祉計画策定委員会委員長
などを務めている。

あなたの抱えている生活の不安や心配ごと
お気軽にご相談ください

困ったときは… あんしんセンターへ（☎３-１３０３）
開設日　月～金曜日（土日祝日、年末年始は除く）8：30～17：00
～ 仕事や生活にお困りの方の支援を行う相談窓口です ～

こんなこと相談してもいいのかな～
と思っても

気軽にお電話ください
相談無料
秘密厳守

どこに相談して
いいのか分から
ない。

働きたいけど、
ずっと働いてい
ないので不安。

家賃やローンが
払えなくて困っ
ている。

お金のやりくり
が苦手。 生活に必要な

支払いを忘れ
てしまう。

家族が引きこもって
いる。

社協通信第68号
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●この「社協通信」は、町内の全世帯にお届けしており、隠岐の島町社会福祉協議会ホームページでもご覧いただけます。

運転時認知障害早期発見チェックリスト（抜粋版）
ご家族やご自身に、こんな兆候ありませんか？

　このチェックリストは、認知症や、認知症予備軍の方たちが車の運転
をしたら、どういうことを起こしやすいかをリスト化したものです。
　15問のうち3問以上にチェックが入った方は要注意です。
　毎年1 度はご自身でチェックを行い、項目が増えるようなことがあれ
ば専門医や専門機関の受診をお勧めします。

□ 車のキーや免許証などを探し回ることがある。

□ 道路標識の意味が思い出せないことがある。

□ スーパーなどの駐車場で自分の車を停めた位置
が分からなくなることがある。

□ 良く通る道なのに曲がる場所を間違えること
がある。

□ 車で出かけたのに他の交通手段で帰ってきたこ
とがある。

□ アクセルとブレーキを間違えることがある。

□ 曲がる際にウインカーを出し忘れることがある。

□ 反対車線を走ってしまった。　　　　　　　
(走りそうになった）。

□ 右折時に対向車の速度と距離の感覚がつかみ
にくくなった。

□ 車間距離を一定に保つことが苦手になった。

□ 合流が怖く（苦手に）なった。

□ 駐車場所のラインや、枠内に合わせて車を停
めることが難しくなった。

□ 交差点での右左折時に歩行者や自転車が急に
現れて驚くことが多くなった。

□ 運転している時にミスをしたり危険な目にあ
ったりすると頭の中が真っ白になる。

□ 同乗者と会話しながらの運転がしづらくなっ
た。

出典：特定非営利活動法人 高齢者安全運転支援研究会
監修：浦上 克哉 氏 （日本認知症予防学会理事長、高齢者安全運転支援研究会理事、鳥取大学医学部教授）

※隠岐の島町社会福祉協議会ではご寄附いただいた方のご意志を尊重し、
氏名等を掲載しています。なお、金額は掲載しませんのでご了承ください。

令和元年5月27日～令和元年7月7日（受付順・敬称略）ご寄附
ありがとうございます

住

所

故
人
名

寄
附
者
氏
名

一

男

森
脇
ア
キ
子

川
﨑　

博
之

山

田

城
北
町

強

栗
本　

尚
弘

西

村

代　
　

正
一

下

西

良

男

西

町

コ
ム
メ

一

男

森
田　

徹　

田
中　

好
信

中
上　

貴
広

西

町

中
尾　

勇
治

東

郷

カ
ヅ
エ

一
橋　

正
雄

伊

後

和

實

田
中　

和
彦

西

村

勇

平

八
幡
節
美
子

和

輝

代 香
典
返
し
寄
附

勇
港
町
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